
 

 

 

 

 

 

 

社会科（公民的分野）学習指導案 
 

日 時  令和２年１１月２７日（金） 第５校時 
場 所  

年 組  

指導者  

 
１ 単元名  第４章 １節「消費生活と市場経済」（教育出版 P.120～131） 
 
２ 単元について 

（１）単元観 
本単元は，中学校学習指導要領の公民的分野「（２）私たちと経済」の「（ア）市場の働きと

経済」に位置付けられている。経済に関する内容の学習において，「経済活動が我々の社会生活

にあらゆる面で密接なかかわりをもっていることを踏まえたりしながら，今日の経済活動に関す

る諸課題について着目させ，自ら考えようとする態度を育てる」「経済に関する様々な事柄や課

題について，対立と合意，効率と公正などの見方や考え方と関連付けて考える力を育てる」こと

を主なねらいとしている。 
現在の日本経済は，新型コロナウイルス感染拡大によって，景気悪化が見込まれ，また，世界

各国の景気悪化により，外国との貿易総額が前年度よりも下回ると予想されている。国内では，

訪日外国人の減少による観光業等のサービス業の大幅な落ち込みや外出自粛などの行動制限に

より，個人消費の大幅な落ち込みが予想されている。さらに，企業業績の悪化が，雇用削減や賃

金抑制となって，家計所得を下押しすると予想されている。政府は，企業への支援対策や消費者

への消費喚起を中心とする景気刺激策の実行を本格化させている。今後，日本の景気が回復に向

かう時期は，国内だけでなく海外を含めたコロナ感染の状況に左右されるものと思われる。 
本単元では，身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理解させるとともに，価格の働きに着

目させて市場経済の基本的なしくみについて理解させることをめざしている。現実の経済に対す

る関心を高め，経済的な事象をとらえる見方や考え方の基礎や，経済に関する課題を解決しよう

とする態度を養っていくうえで，大変有意義な学習内容である。 
（２）系統観 
  本単元における系統は以下の通りである。 
 
 
 
 
 
 

小学校第３学年 
生産や販売に携

わる人々の工夫 
小学校第５学年 
食料生産・工業

生産を支える人々 

中学校第３学年（公民的分野） 
第４章 私たちの暮らしと経済 
 １節 「消費生活と市場経済」 
 ２節 「生産のしくみと企業・

金融」 
 ３節 「財政と政府の役割」 

中学校第３学年（公民的分野） 
第５章 安心して暮らせる社会 
 １節 「労働と社会保障」 
 ２節 「これからの日本経済の

課題」 

本時の見どころ 

新型コロナウイルス感染拡大が経済にどのような影響を与えたのか，具体的な事例を通し

て，需要量と供給量，価格が変化した理由を追求していく活動を行います。さまざまな資料

をもとに，価格の決まり方について，需要量と供給量，生産者・消費者の立場，効率と公正に

着目し，多面的・多角的に生徒が表現していく姿をご覧ください。 



（３）生徒観 

本学級は，男女とも仲がよく，明るく元気な生徒が多い。社会科の授業では，積極的に発言

することが得意な生徒もいるが，自分の意見を伝えるのが苦手な生徒もいる。最近のニュース

や世の中の動きについて興味・関心が高く，台風１０号が九州地方に接近した際には，お店で

どんな商品が売れていたのか，よく知っていた。 
また，経済に関する意識調査の結果は，次の通りである。（１１月４日実施  生徒２７人） 

１  

「 経 済 」 と い う 言 葉 か ら

， ど の よ う な こ と を イ メ ー

ジ し ま す か 。  

物 を 売 っ た り 買 っ た り す る ， お 金 の 動 き ， 消 費 税 ， 好 景 気

と か 不 景 気 と か ， 株 価 の 変 動 ， 政 治 ， 国 や 世 界 が 関 係 し て

い る ， 国 民 の 生 活 ， 私 た ち の 身 の 回 り の こ と  

２  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感

染 拡 大 に よ っ て ， 価 格 が 上

が っ た も の ・ 下 が っ た も の

に は 何 が あ る か 。  

上 が っ た も の ： マ ス ク ， 消 毒 用 ア ル コ ー ル ， 除 菌 シ ー ト ，

医 療 品 ， 野 菜 ， 情 報 機 器  

下 が っ た も の ： 株 価 ， 旅 館 ・ ホ テ ル の 宿 泊 費 ， 高 級 な お 肉

と か フ ル ー ツ ， 働 く 人 や 会 社 の 収 入 ，  

３  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

拡 大 に よ っ て ， 商 品 の 数 （

量 ） が 足 り な く な っ た り ，

た く さ ん 余 っ た り し た も の

に は 何 が あ る か 。  

足 り な く な っ た も の ： マ ス ク ， 除 菌 シ ー ト ， ト イ レ ッ ト ペ

ー パ ー ， 体 温 計 ， カ ッ プ ラ ー メ ン ， お 菓 子 の 材 料 な ど ， パ

ソ コ ン の カ メ ラ ， 教 育 用 の タ ブ レ ッ ト ， ス イ ッ チ ・ あ つ 森

（ ゲ ー ム 機 ） ， 医 者 ・ ベ ッ ド の 数 ， コ ロ ナ 検 査 キ ッ ト  

た く さ ん 余 っ た も の ： ラ イ ブ チ ケ ッ ト ， 花 ， 魚 な ど の 高 級

品 ， お 店 が 開 け な く な っ た と き の 食 料 ， 給 食 に 使 っ て い た

も の （ 牛 乳 ・ 野 菜 ） ， イ ン タ ー ネ ッ ト で 買 え な い も の  

４  

も の を 作 る 生 産 者 は ， ど

ん な こ と を 考 え な が ら ， 生

産 す る も の の 量 を 決 め て い

る と 思 い ま す か 。  

ど れ ぐ ら い が 適 量 か ， 需 要 の あ る も の を 多 く 生 産 す る ， 使

う 人 の こ と を 考 え な が ら お 金 が 一 番 儲 け ら れ る 量 ， 世 の 中

の 動 き や 流 行 ， 最 近 の は や り や 出 来 事 に 応 じ て み ん な が 買

う こ と が で き る よ う に と 考 え て い る ， コ ロ ナ の 中 で ど れ ぐ

ら い 量 が 売 れ る か 計 算 し な が ら 余 り が 出 な い よ う に ， そ の

時 の 状 況 や 環 境 に 合 わ せ て 消 費 者 が 必 要 と し て い る も の を

考 え な が ら そ の 量 も 決 め て い る  

５  

も の を 作 る 生 産 者 は ， そ

の も の を 売 る と き ， ど ん な

こ と を 考 え な が ら ， 価 格 を

決 め て い る と 思 い ま す か 。  

収 穫 量 や そ の 年 の 商 品 の 出 来 ， ラ イ バ ル 社 の製品 よ り安く

す る ， 売 れ ぐ あ い ， そ の も の を 作 る 費 用 ， そ の も の の 価値

に あ っ た値段で自分の利益に な る よ う に ，相手が い っぱい

買 っ て く れ て自分が も う か る 価 格 ， 商 品 が残っ た り 足 ら な

く な っ た り す る の を防い で い る ， 生 活 必 需 品 は で き るだけ

安く ， 経 済 を よ り よ く す る た め ，今人々が ど ん な 状 況 に 考

え て い る の か 考 え 消 費 者 が 買 い や す い 価 格 に し て い る  

６  

消 費 者 は ， ど ん な こ と を

考 え な が ら ， 商 品 を 買 っ て

い ま す か 。  

賞味期限・ 消 費期限， 生 産 者 ・ 生 産地，値段・ 量 ，原材 料

， 国 産 ，鮮度，衛生面，安全性・ 品質，安心・安全，見た

目， ブ ラ ン ド ，旬の も の か ど う か ， テ レビや SNSで の 情 報

，本当に 必 要 な 物 な の か ，安く て長く 使 え る も の ， 高 く て

も そ の 一 つ を長く 使 え る の な ら そ れ を 買 う ， 生 産 者 に 感謝  

   意識調査の結果を見ると，「経済」という言葉をお金の動き，株価などの単語で大まかに捉

えている。新型コロナウイルス感染拡大によって，価格が上がったものや品物が足りなくなっ

たもの，価格が下がったものや品物が余ったものを思いついて書いている生徒が多い。また，

生産する量や値段の決め方について，生産者・消費者の立場に立って自分の考えを書くことが

できている生徒もいる。 
（４）指導観 

本単元では，同じ社会に生きる多様な立場の人々にも目を向けさせる学習課題や話し合い活

動を通して，世代を超えた他者の立場を理解し，将来，国民の一人として経済活動に関心をも

ち，自分がどのように関わっていくことができるかを真剣に考える姿勢を養う機会としていき

たい。 
・生徒の実態をもとに，本単元では，身近な暮らしと深く結びつく「経済」のしくみが，「三

つの経済主体」を軸とした経済循環によって成り立ち，それらが「もの・人・お金」を動か

し続けていることに関心を持たせる。 



・事例をもとに，需要量と供給量，価格が変化した理由を追究していく活動を通して，価格の

変化に生産者・消費者の立場だけでなく，効率と公正にも着目することで，生徒に「問い」

を持たせ，課題について表現させる。 
・さまざまな資料の読み取りを通して，「もの」や「人」，「お金」の動きについてわかった

ことを，家計，企業，政府を中心とした図表にまとめさせる。 
・「家計」の経済活動について，身近な暮らしにおける消費や価格のもつ意味を通じて理解さ

せる。その際，流通機構の発展，市場メカニズムのしくみとともに，効率と公正について考

えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

３  単元の目標 

単元を終えたときの生徒の姿（ゴール） 
国民の一人として消費生活に関心をもち，自分の暮らしと結びつけて考えようとしている生徒。 

 

社会的事象への  
関心・意欲・態度  

身近な暮らしと経済活動とのつながりについて関心を高め，今日の経済活
動に関する諸問題に着目し，個人の経済活動について考えを深めさせる。 

社会的 な  
思考・判断・表現  

家計と企業がどのように結びつき，身のまわりの暮らしとどのように関わ
っているのか，消費者を守る法律や制度，需要量と供給量の関係と価格決
定のしくみについて，多面的・多角的に考察させる。 

資料活用の技能  
個人の消費に関する資料を通して，「もの」や「人」，「お金」の動きに
ついての情報を適切に選択して，読み取ったり図表などにまとめたりさせ
る。 

社会的事象につい
ての知識・理解  

家計と企業が結びつき，もの・人・お金を動かしていること，企業や個人
は価格を考慮しつつ，何をどれだけ生産・消費するか判断していることを
理解し，その知識を身につけさせる。 

 
４ 単元の指導計画と評価（規準）計画 （全７時間 本時 ７／７） 

次 時 主な学習内容 評 価 

１  １ 

「循環する経済」 
・経済を動かす３つの主体をとらえながら
，自分たちの暮らしと経済活動とのつな
がりへの関心を高める。 

 
 

 
・お金の果たす役割や，自分たちの身近な暮
らしと経済活動とのつながりについて関心
を高め，経済活動の意味について考えてい
る。 

【関心・意欲・態度（ワークシート）】 

２ 

単元を貫く課題：自分たちの暮らしと経済活動とのつながりに，新型コロナウイルス感染拡大
はどのような影響を与えたか。 

２ 

「家計の果たす役割」 
・家計の果たす役割を，財やサービスの供
給と，消費や貯蓄との関わりから理解す
る。 
・さまざまな支払いの手段のしくみを理解
させ，無理のない消費生活のあり方につ
いて考える。 

・クレジットカードや電子マネーなど，支払
いにはさまざまな手段があることや，貯蓄
の意義，商品の選択のあり方などについて
理解し，その知識を身につけている。 

【知識・理解（ワークシート）】 

単元を貫く課題：自分たちの暮らしと経済活動のつながりに，新型コロナウイルス

感染拡大はどのような影響を与えたのか。 

事例をもとに，需要量と供給量，価格の変化の理由を追求していく活動。 

生産者・消費者の立場，効率・公正 



３ 

「消費者の権利と責任」 
・経済活動を支えるものとして，消費者の
安全や権利を守るために，法律や制度が
定められていることを理解する。 
・消費者問題を通して，消費者の自立にお
ける契約の意味を考える。 

 
・消費者の安全や権利を守る法律や制度があ
ることを理解し，自立した消費者として契
約を守る責任が求められていることを理解
している。 

【知識・理解（ワークシート）】 

４ 

「流通のはたらき」 
・流通のしくみを理解し，自分たちの生活
と流通との関わりに気づく。 
・流通機構の変化と発展における自分たち
の生活への影響を考える。 

 
・生産された商品が消費者の手元に届くまで
の流通経路や，さまざまな流通のしくみに
ついて理解し，その知識を身につている。 

 【知識・理解（ワークシート）】 

３ 

５ 

「市場のはたらき」 
・需要と供給と価格の関係について考え，
市場経済のしくみを理解する。 

 

 
・需要量と供給量の関係や市場価格を均衡価
格へと導く市場メカニズムによる価格決定
のしくみについて理解し，その知識を身に
つけている。 

【知識・理解（ワークシート）】 

６ 

「市場の長所と短所」 
・主な価格の種類をふまえながら，競争の
役割を通して，市場が機能するために必
要な条件を考える。 
・財やサービスの種類によっては，市場に
適さないものがある理由を考える。 

 

・市場メカニズムが効率的にはたらくために
は，どのような条件や制度が必要かを考察
している。 
【思考・判断・表現（ワークシート）】 
 

７
(
本
時
+ 

「新型コロナウイルス感染拡大と価格の決
まり方」 
・市場における商品の価格の決まり方につ
いて，身近な生活の中から具体的に考え
る。 

・価格の決まり方について，市場メカニズム
が働く場合と働かない場合があることを理
解し，表現している。 

【思考・判断・表現（ワークシート）】 

 

５ 本時の学習 

（１）本時の目標 

価格の決まり方について，市場メカニズムが働く場合と働かない場合があることを理解し，

表現することができる。 

 

（２）本時の展開 

過

程  

時

間  
主な 学習内容  

学習

過程  

○教師の指導  

・予想される生徒の反応  

教材  

資料等  
 
 
 
 
 

導
入  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

１
０
分  

１ 新型コロナウイルス感染拡
大の影響について振り返る。 

 
 
 
 
 
 
 
２ 本時のめあてを把握する。 

一斉  
 
 
 
 
 
 
 
 

一斉  
 

○コロナウイルス感染拡大の影
響について想起させる。 
・マスクが品不足になった。 
・マスクの価格が上がった。 
 
○他にも品不足になったり，値
上がりした商品，その逆で余
ったり，値下がりした商品を
想起させる。 

需要量と供

給量の関係

によって価

格が変化し

た商品 

新型コロナウイルス感染拡大は，価格の変化にどのような影響を与えたのか考えよう。 



  ３ クイズを通して，需要量と
供給量，価格の変化について
確認する。 
・価格が上がった商品 
→需要量が伸びた，供給量が
減った 

・価格が下がった商品 
→需要量が下がった 

 
４ 需要量と供給量，価格の変
化について整理する。 

 ・市場メカニズムが働いた。 

一斉  
 

 
 
 

 
 
 
 

一斉  

○需要量や供給量，価格の変化
について，生活経験をもとに
考えさせる。 
・バターは価格が上がった。 
・高級牛肉は価格が下がった。 
・価格が上がった商品は，需要
量が増えた。供給量が減った。 
・価格が下がった商品は、需要
量が減った。 
○資料や黒板の板書から，需要
量と供給量，価格の変化を整
理させる。 

新型コロナ

ウイルス感

染拡大の影

響で価格が

上がった商

品・下がった

商品クイズ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３
０
分 
 

 

５ 本時の問題を把握する。 
・臨時休校により学校給食が停
止 
→牛乳の需要が低下 

・牛乳の価格の変化 
 →変化なし（価格が一定） 
 

 
 
 
 
 
 
 
６ 自分の意見を書く。 
 
７ 自分の意見を全体で発表
し，意見の交流を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
８ ＧＴ（阿蘇の酪農家）へのイ
ンタビュー動画を通して，牛
乳の価格が一定の理由を学
ぶ。 

 ・チャプター１ 
  生徒の予想に対する解答 
  →乳製品に加工した 
  →家庭での需要が伸びた 
  →破棄はしていない 
 ・チャプター２ 
  牛乳の価格が変わらなかった

理由の説明 
  →酪農家と企業との「契約」 
・チャプター３ 
 契約をする理由 

→安定して生産をするため 
・チャプター４ 
 もし「契約」がなかったら 
 →競争に負けて廃業する 
 →「契約」によって酪農家が 

保護されている 

一斉  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
個人  

 
班 

全体  
 
 
 
 
 
 
 
 

一斉  

○価格が変化しなかった商品
の資料を提示し，生徒に新た
な疑問をもたせる。 
・臨時休校中、学校給食が停止
したため、牛乳の需要が低下
したのではないのか。 

・牛乳の需要が低下したのなら
ば、価格は下がったのではな
いのか。 

・休校中、牛乳の価格は下がって
いなかったと思うけどな。 

 
 
 
○新たな疑問をもった事象につ
いて，既習事項や生活経験を
もとに理由を予想させる。 
・余った牛乳をバターなどの乳
製品に加工したのではない
か。 
・余った牛乳を廃棄したのでは
ないか。 
・休校中、家庭での消費量が伸
びたのではないか。 
・販売の販路を拡大した。 
 
○ＧＴ（阿蘇の酪農家）へのイ
ンタビュー動画を通して，企
業の社会的役割と責任に気づ
かせる。 

・生徒の予想される問い 
Q.なぜ，牛乳の価格は一定なの
か。 

     ↓ 
Q.牛乳の契約とは何か。 
     ↓ 
Q.なぜ，契約をするのか。 
     ↓ 
Q.なぜ，牛乳だけ価格が一定な
のか。 

学校給食停

止の写真， 

牛乳の販売

金額の推移 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＧＴ（ゲスト

ティーチャ

ー）へのイン

タビュー動

画「阿蘇の酪

農家 高尾牧

場 高尾さん

のお話」 

 

酪農家・指定

団体・乳業メ

ーカー・消費

者の関係図 

なぜ，牛乳の価格は，変わらなかったのだろうか。 



 
 
 
ま
と
め 
 

 
 

 
１
０
分 
 

 

９ 牛乳の価格が一定の理由に
ついて整理する。 
・酪農家を保護するために， 
牛乳には市場メカニズムが 
働いていない。 

 
10 次の学びへとつなげる。 

一斉  
 
 
 
 

 
個人  
 

○ＧＴの言葉や黒板の板書か
ら，牛乳の価格が一定の理
由を整理させる。 

 
 
 
○価格の決まり方について，
今日の学習内容をもとに振
り返らせる。 

 

 

（３）本時の評価 

 評 価 基 準 

社会的な  
思考・判断
・表現  

Ａ：価格の決まり方について，需要量と供給量，生産者・消費者の立場，効率と公

正に着目し，多面的・多角的に理解し，表現している。 

Ｂ：価格の決まり方について，市場メカニズムが働く場合と働かない場合があるこ

とを理解し，表現している。 

 


